
ぐりんぐりん古賀
環境フェスタ開催の案内【３月18日～３月22日】

古賀の環境を、みんなでまもっていきましょう！

　最近の天候の異常性に大変驚かされる昨今です。
　猛暑（観測史上初の41℃超）・ゲリラ豪雨・豪雪などこれも私たち人間が外界に与えた、地球温暖化の弊害
でしょう。この弊害を断ち切り、未来への持続可能な社会を目指して国を挙げて取組まなければなりません。
ぐりんぐりん古賀の活動も皆様と一緒によりいっそう活性化していきたいと思います。 

　ぐりんぐりん古賀（古賀市環境市民会議）はH26年度で３年目を迎え、自然環境部会、生活環境部会の両部
会は様々な環境保全活動を展開しております。 
　そこで26年度の活動を集約し、下記の通り「環境フェスタ」を実施いたします。
　古賀市の皆様への更なる環境保全活動についてのご理解をいただく為、皆様の参加をお待ちしております。 

開催期間：平成27年３月18日（水）～３月22日（日）

開催時間：開催期間の毎日　10：00～16：00

開催場所：サンフレア古賀（市立図書館）２Ｆ

内　　容：①H26年度の活動内容のパネル展示　・・・ギャラリー
　　　　　②エコかるた大会　・・・視聴覚室（３月21日）
　　　　　③活動報告・講演    ・・・視聴覚室（３月22日）
� その他、クイズ、輪投げ、くじ引き等楽しみがあります。

会員募集
　　及び寄付募集
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平成27年度　環づくり事業の申込がはじまります！

会員のパワーアップ研修会報告

　企画立案から実践まで、会員自ら実践していくことで、古賀市の環境保全を推進するのは�
もちろん、会員のパワーアップにも繋がっています。

【スケジュール】
①申　　込	 平成27年１月23日（金）～
� 平成27年２月３日（火）

②企画説明	 平成27年２月24日（火）
		�  ひだまり館（古賀市新原1051番地6）�

にて行います。
		�  詳しくは、環境課（電話942-1127）

までお尋ねください。

③採　　択	 採択されれば、費用の支援が
		  受けられます。� ※予算の範囲内

会員になりませんか♪

企画説明は公開です
　会員でない方にも見ていただけます。
　会員のやる気を見に来てください！

平成26年度　環づくり事業の紹介
・エコ暮らし促進のためのミニ教室開催
・舞の里小学校ビオトープ保全整備・維持管理
・ヤブあずきの成長と種の保存
・大根川一斉そうじ
・身近な自然を調べてみよう！　－千鳥ヶ池のカメ調査－
・薬王寺希少生物産卵地保全活動

ぐりんぐりん古賀会員になって、

� 環づくり事業に応募しませんか。

問合せ先：古賀市役所環境課　０９２-９４２-１１２７

　10月９日、会員パワーアップ事業「再生可能エネル
ギー視察研修会」が実施されました。
　次の３か所を視察し、さまざまな設備、展示に触れ
ることはもちろん、天瀬発電所では社長の熱意、意欲
に刺激を受けました。

　① 大分自動車道　山田ＳＡエコエリア
　② ㈱グリーン発電大分　天瀬発電所
　③ キリン株式会社　福岡工場

山田ＳＡソーラーシステム

天瀬発電所 キリン株式会社　福岡工場
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みんなの力をつなげる

費用支援
あります!
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ヤブアズキ体験講座

　６月21日、研修棟で体験講座「ヤブアズキ体験講座」が実施さ
れました。
　次の４つの内容について説明があり、参加者は「ヤブあずき」の
種と苗を持ち帰り、グリーンカーテン作りにチャレンジしました。
　１．「ヤブあずき」体験スケジュール
　２．「ヤブあずき」の発芽、植え付け、育成について
　３．「ヤブあずき」の植え付けに必要なもの
　４．「ヤブあずき」でグリーンカーテンをつくろう

� ★ グリーンカーテンの内外温度差はなんと、「８℃」！

　ぐりんぐりん古
賀の自然環境部会
環境教育グルー
プで、取り組んだ
「ECOかるた」が
完成しました！
　448点もの応募
作品の中から入選

した46組の作品がかるたになりました。ぐりんぐり
ん古賀ホームページでもダウンロードしていただけ
ます。

　雑がみの分別を進める「らく得！雑がみ分別体験出前講座」の開催や、古紙・古着回収倉庫の絵付け協力
で、紙ごみ減量を推進しました。講座は短時間でも大丈夫ですので、自治会や団体等の集まりの時にお声が
けください。� 問い合わせ先：944-6450（仮認定NPO法人エコけん）

　11月８日　自然環境部会では薬王寺希少生物産
卵地の保全活動を実施しました。カスミサンショウ
ウオの産卵池造り、アメリカザリガニとウシガエル
の駆除を行いました。

鹿部女性学級　講座風景 千鳥倉庫　絵付けの様子 新原倉庫

生活環境部会

自然環境部会

「ECOかるた」をご家庭でも♪

ススメ！雑がみ分別

会員の活動紹介　レインボー KOGA
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　北九州市小倉北区の熊谷に山田緑地という場所があります。ここは私が同市と関
わりをもった一番最初の場所です。旧山田村は1934年（昭和９年）、旧陸軍により接
収されて、村落全体が弾薬庫になりました。また、終戦後の1945年（昭和20年）、山田
弾薬庫は米軍に接収され、朝鮮戦争、ベトナム戦争に弾薬庫として使われました。緑
に覆われた約344haの丘陵地はその後1972年（昭和47年）に全面返還され大蔵省（現
財務省）の所管となり、国はそれを地元北九州と防衛省と財務省とで三分割され、
140.5㌶が北九州市のものとなりました。これまで長い間立ち入り禁止区域であった
丘陵山地が小倉の南部に市民のものとなったわけです。
　市では議論の末、ここを生態系保全区域として残すことになり、まず、どの様な生態系が存在するかを調査
し、その結果をみて使用計画をたてることになりました。調査は私が主体となり昭和50～51年の２年間、全ての
動植物の存在調査を行いました。その成果は「山田緑地の自然」（1992）として、当時八幡にあった自然史博物館
（現いのちのたび博物館）から刊行されました。
　動植物は人に追われて逃げ場を失うと「逃避」して、より自然度の高い場所に逃げます。生態的逃避場所と呼
びますが、山田はまさにそのような逃避場所であることが調査の結果、分かりました。北九州市内ではまったく
見られないチョウやトンボなど昆虫類や、アナグマ、タヌキ、キツネなど哺乳類、カエル類などなどが沢山ここ
では発見されました。
　こうして、山田緑地は、森の自然に触れ、体験し、学習したりする区域（約30ha）、出来るだけ人が干渉しない
がある程度利用する区域（約48.5ha）、環境保護が優先される区域（約70ha）に三分割され、管理されることにな
り、現在に到っています。
　ここにトンボの池という場所がありますが、この池では戦前から生き残った魚や昆虫類が多く見られます。
最近古賀の千鳥が池でも見つかったライギョ（カムルチー）もトンボ池には沢山すんでいます。皆さんも是非一
度お訪ねください。� 《次号に続きます》　

　徒然なるままに　～山 田 緑 地～
� 九州大学名誉教授・北九州市立いのちのたび博物館元館長　小野勇一氏　

《団体会員のみ名称掲載》
小寺油脂㈱、㈱古賀環美サービスセンター、㈱エコ・リード、花鶴校区コミュニティ協議会、仮認定NPO
法人エコけん、緑のまちづくりの会、仲が和リサイクルプラザ、レインボーKOGA、古賀市ほたるの会、古
賀市EM普及の会、松原ネット花見、千鳥校区コミュニティ、㈱昭和テックス、古賀ふるさと見分けの会、
西部ガス㈱　福岡支社営業部、㈱九電工　福岡北営業所、九州電力㈱　福間営業所、大根川クリーンネッ
ト、コスモス環境㈱、NPO法人福岡ふれんず、花見園製茶、古賀市商工会　建設産業部会（順不同）

《個人会員》　 38名　（平成26年12月15日現在）

会員紹介

　ぐりんぐりん古賀では、古賀市内の環境保全活動を行っています。入会は、随時受け付けていますので、お
気軽にお問い合わせください。また、環境保全活動を持続していくための活動を支える資金の寄附も募集し
ております。

【事務局】古賀市役所環境課　〒811-3192　古賀市駅東1-1-1　　ホームページQRバーコード
【Tel】 092-942-1127 　【FAX】 092-942-1291　 【E-mail】 kankyo@city.koga.fukuoka.jp

会員募集
　　及び寄付募集

ご寄付のご協力に感謝致します。� （平成26年4月1日～12月15日集計）

・小寺油脂（株）さまより　80,000円　　・市民の皆さまより　16,642円
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わが郷土在住の自然のまもり人


